
木質バイオマス熱利用プラットフォーム
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WOOD BIOとは

JWBA Proprietary1-WOOD BIOとは

• WOOD BIOは、木質バイオマスの熱利用に関係する方々、特にこれから取り組
もうとされる方々に必要な情報や交流の場、専門家によるサポート等を提供す
るWEBサイト

• 「情報プラットフォーム」、「交流プラットフォーム」、「実践サポートプ
ラットフォーム」の３つのプラットフォームから成り立っている

是非、実際のサイトを
確認しながらお聞きください

※以降も紹介ページごとにQRコードを記載
しています
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WOOD BIOとは

JWBA Proprietary1-WOOD BIOとは

WOOD BIOが作られた背景と目的

木質バイオマスエネルギー利用を進める上で、エネルギー需要の過半を占める熱利
用分野での事業導入を推進する必要があるが、事業に取り組むにあたって重要な

• 導入に関する知識や情報の普及

• 意欲ある者が集まり繋がりを得る場の提供

• 適切な専門家によるサポート体制

などが十分とは言えない。

WOOD BIO構築の過程

情報PF 交流PF 実践サポートPF

情報PF、交流PFの構築

実践サポートPFの構築

令和4年度

令和5年度

※令和4年度末（2023年3月31日） WOOD BIO公開

令和6年度 全PFの運用、各PFのコンテンツ拡充

情報PF、交流PFの運用

これらを備えた
プラットフォームを構築し、
熱利用への取組を後押し
「地域内エコシステム」リビングラボ事業
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WOOD BIOとは

JWBA Proprietary1-WOOD BIOとは

サイトの対象者

木質バイオマス熱利用に取り組んでいる者、取り組もうとする者を対象としている
が、具体的には以下4タイプを想定。

タイプ 想定する対象者

①設備を導入したい人 ・温浴施設等の運営者
・化石燃料ボイラー利用者
・建築、ボイラー事業関係者 など

②地域を盛り上げたい人 ・地方公共団体の担当者
・地域活性化に興味のある方
・コンサルタント など

③環境問題に興味がある人 ・環境意識の高い方
・学生、教育関係者 など

④資源を活用したい人 ・森林所有者
・林業・木材産業関係者 など

←タイプ別に熱利用のメリット等を記載した導入
ページを作成
※各タイプに明確な区分はなく、実際には重なり
があると思われる
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

情報プラットフォームの目的

木質バイオマス熱利用に取り組むにあたって必要な知識、情報、データ類を利用し
やすい形で公開・普及することで、事業者が主体的に事業に取り組む
ことを促す。

事業実施に関わる情報を9つのコンテンツにまとめて公開

①事業の流れ：熱利用事業を進める流れをステップ別に掲載

②燃料：木質バイオマス燃料の概要や価格・供給量、供給業者一覧を掲載

③ボイラー：木質バイオマスボイラーの概要や検索ツールを掲載

④分析・指標：コスト分析や熱負荷分析、GHG削減効果等について掲載

⑤事例：熱利用設備を導入している国内の施設や地域の情報を掲載

⑥技術開発：木質バイオマス利用に関する技術開発事業について掲載

⑦補助制度：木質バイオマスを熱利用する際に利用可能な補助制度を掲載

⑧一口メモ：「木質バイオマス円卓会議」で配信されている情報ペーパーを掲載

⑨参考情報：参考となる外部情報へのリンクを法令、資料、WEBサイト別に紹介
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

①事業の流れ

熱利用事業を進める流れを7つのステップに分け、ステップごとに事業の流れや検
討すべきポイントなどを掲載。また、FS調査、基本設計、実施設計について事業
者（発注者）として実施者に確認すべき主な事項をまとめたチェックリストを掲載。

以下のページを公開

• STEP.1：事業構想

• STEP.2：FS調査

• STEP.3：基本設計

• STEP.4：実施設計

• STEP.5：事業の発注・着手

• STEP.6：施工・試運転

• STEP.7：維持管理・メンテナンス

• チェックリスト

STEP.1～3は「もっと見る」を押す
とSTEP内での流れがより細かく項

目として表示されます

「詳細」を押
すと内容が表
示されます
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

②燃料

チップ・ペレット・薪などの木質バイオマス燃料の概要や価格の推移、供給量又は
生産量の推移、燃料供給業者、燃料の品質規格について掲載。

以下のページを公開

• 木質バイオマス燃料について

• 木質バイオマス燃料の価格

• 木質バイオマス燃料の供給量

• 木質バイオマス燃料供給業者一覧

• 木質チップの品質規格

「木質バイオマス燃
料について」では、
各燃料種の特徴や
チッパーや原料に起
因するチップの形質
などについて掲載し

ています
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

木質バイオマス燃料の価格 木質バイオマス燃料の供給量

・木材価格統計調査（林野庁）
・特用林産物生産統計調査（林野庁）
・木質バイオマスエネルギー利用動向調査（林野庁）
・燃料材需給動向調査（日本木質バイオマスエネルギー協会）
の結果をもとにグラフを作成し掲載しています
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

木質バイオマス燃料供給業者一覧

チップやペレットなどの木質バイオマス燃料を生産する燃料供給業者の一覧と位置
図を掲載。所在地、事業者名、連絡先、取り扱っている燃料の種類、形状などを一
覧としてまとめている。

事業者名を押すと該当企業のHPに遷移します



11

情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

③ボイラー

木質バイオマスボイラーの概要やボイラーの検索ツール、規制緩和対応の有圧ボイ
ラーのメリット・デメリット、有圧ボイラーに関するQ＆Aを掲載。

以下のページを公開

• 木質バイオマスボイラーについて

• 木質バイオマスボイラー検索ツール

• 温水ボイラーシステムの新たな展開

• 有圧ボイラー使用のメリット

• 有圧ボイラーQ＆A

「木質バイオマスボイラーについて」で
は、ボイラーの種類毎の大まかな特徴や
ボイラーの機種の選択方法、断続運転可
能タイプと連続運転タイプのボイラーの
利用のされ方の違いなどについて掲載し

ています
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

木質バイオマスボイラー検索ツール

熱形態、規模、燃料の種類を選択すると、条件に合ったボイラーが表示される。
※温水ボイラー、蒸気ボイラーメーカー16社274機種を掲載

規制緩和対応等の条件を追加して絞り込
むことや、チェックをつけたボイラーを
比較することもできます
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

④分析・指標

各種分析や指標に関する考え方を掲載

以下のページを公開

• コスト分析・事業性評価

• 熱負荷分析

• GHG削減効果の算出

• 経済効果の算出

ボイラーの導入・運用に必要
な各種コストの内訳や算出方
法、ボイラーや蓄熱タンクの
規模を決定するために必要な
熱負荷分析、温室効果ガス削
減効果の算出、経済効果算出
の概要などを掲載
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

投資回収期間算定ツール

コスト分析・事業性評価に掲載の計算式に基づいて事業構想段階でのイニシャルコ
スト、ランニングコスト、投資回収期間を自動で算定できるツール。

燃料種等を選択し、燃料の使用量や単価
などを入力することで、コストや投資回
収年が自動で計算され表示されます



15

情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

⑤事例

熱利用設備を導入している国内の施設や地域の一覧や位置図を掲載。

※369施設を掲載

掲載されている施設は、「施設分類」
「用途」「燃料」「規制緩和対応ボイ
ラー導入」で絞り込み検索することがで
きます
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

一覧の番号と位置図
（Googleマップを利用）
の番号は連動しています

リンクのある施設は、ボイラー導
入前の状況、ボイラー導入・運営
費用など細かい情報をヒアリング
し、事例として掲載しています



17

情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

⑥技術開発

「地域内エコシステム」の構築に資する木質バイオマスのエネルギー利用システム
（小規模な熱利用や熱電併給等）の普及に必要となる小規模な技術開発・改良、実
証等のうち、今後の木質バイオマス利用を進める上で活用できうる成果を６つの
ジャンルに分けて紹介。

以下のページを公開

• 木質バイオマス利用技術開発情報

• 燃料材製造

• 燃料材乾燥

• 燃焼機器開発

• 熱電併給

• システム開発

• 副産物活用
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

⑦補助制度

木質バイオマスを熱利用する際に利用可能な国や地方自治体の補助・委託事業や地
方財政措置、税制等に関する情報を掲載。

「詳しく見る」
を押すと情報が
公開されている
WEBページに遷

移します

掲載されている補助制度は、「対象
事業者」「対象地域」「対象事業の
内容」「補助率」等で絞り込み検索
することができます



⑧一口メモ

岩手大学名誉教授の沢辺攻先生がご自身で主催する「木質バイオマス円卓会議」向
けに配信されているオリジナル情報ペーパーを掲載。木質バイオマス利用の基礎的
な知識から適正利用に向けた専門的な情報が分かりやすくまとめられている。

章立て
• 第1章 燃料としての木材
• 第2章 木質燃料に含まれる水
• 第3章 木質燃料の発熱量
• 第4章 木質燃料の生産
• 第5章 木質燃料の計測
• 第6章 木質バイオ燃焼器の構造と機能
• 第7章 木質バイオマス利活用の実態
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情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

目次の各項目にあ
る「check」を押す
と該当の一口メモ
が表示されます



20

情報プラットフォームの内容

JWBA Proprietary2-情報プラットフォームの内容

⑨参考情報

熱利用にあたって参考となる外部情報へのリンクをまとめて紹介。

以下のページを公開

• 関係法令

• 参考資料

• 関連サイト
「詳しく見る」
を押すと関係す
るWEBページに
遷移します

関係法令

参考資料
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交流プラットフォームの内容

JWBA Proprietary3-交流プラットフォームの内容

交流プラットフォームの目的

熱利用の取組を進める地域や人を繋ぐきっかけづくりを行い、より実践的なノウハ
ウやコネクションの獲得を促す。

交流イベントの企画や交流を促すコンテンツを公開

①現地見学会：熱利用に取り組む先行地域を見学

②WEB勉強会：熱利用に関する講義を実施

③地域交流ネット：実践地域のキーマンや人の繋がりを中心とした事例紹介

④バイオマスツアー：国内の木質バイオマス熱利用に関するツアー情報を掲載
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交流プラットフォームの内容

JWBA Proprietary3-交流プラットフォームの内容

①現地見学会

熱利用に取り組んでいる先行地域を訪れ、実施者のお話を伺い、導入されたボイ
ラーや施設を見学。

過去の見学地

• 山形県置賜地域：はぎ苑、白鷹町役場庁舎、しらさぎ荘、リバーヒル、白鷹陽
光学園、おきたまチップセンター等を見学（2023年7月）

• 福井県坂井地域：ホテル美松、坂井森林組合、グランディア芳泉、三国オー
シャンリゾート＆ホテル等を見学（2023年11月）

• 北海道当麻町・下川町：当麻町役場、当麻郵便局、下川エネルギー供給協同組
合、一の橋バイオビレッジ等を見学（2024年9月）

過去の見学会の様子は
「現地見学会レポート」
にて掲載しています
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交流プラットフォームの内容

JWBA Proprietary3-交流プラットフォームの内容

②WEB勉強会

熱利用に関する講義を実施。

過去の講義内容

• 「木質バイオマス導入構想作成の手引き」について（2023年8月）

• 木質バイオマス燃料材の供給可能量推計ツール「FPROPS」の活用について
（2023年12月）

• 木質バイオマスボイラーについて（2024年10月）

• 北海道下川町での木質バイオマス熱利用事例～公共施設の暖房の約７割が木質
バイオマス～（2024年10月）

• WOOD BIOの活用方法について

過去の勉強会の資料は「WEB勉強会資料」にて掲載しています



24

交流プラットフォームの内容

JWBA Proprietary3-交流プラットフォームの内容

③地域交流ネット

プロジェクトのキーマンや各事業主体の役割分担、視察受入情報など交流を目的と
した事例紹介。

紹介事例

• あわら三国もりもりバイオマス

• 対馬市：地域エネルギー会社によるESCO型熱供給サービス

• 紫波中央駅前エネルギーステーション事業

• 下川町の小規模分散型エネルギー利用

• 滋賀：バイオマス熱利用のコンパクトモデル

• 長野：信州における森林エネルギー事業の展開

• 上野村：複合的利活用による地域の活力向上
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交流プラットフォームの内容

JWBA Proprietary3-交流プラットフォームの内容

④木質バイオマス熱利用ツアー

国内の木質バイオマス熱利用に関するツアー情報を掲載。

一覧の番号と位置図
（Googleマップを利用）
の番号は連動しています

ツアー名を押すと情報が公開され
ているWEBページに遷移します
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実践サポートプラットフォームの内容

JWBA Proprietary4-実践サポートプラットフォームの内容

実践サポートプラットフォームの目的

木質バイオマスの熱利用に地域で取り組むにあたって生じた問題点や悩みを解決に
導く専門家を紹介することで、次のステップに進むことを促す。

サポートの対象

• 木質バイオマスの熱利用に関する事業構想段階での支援

• 木質バイオマスの熱利用に関するFS調査、基本設計段階でのセカンドオピニオ
ン

相談例
• 木質バイオマスボイラーの導入を検討しているが、可能かどうか、具

体的に何をすれば良いのかアドバイスがほしい
• 熱利用設備を導入するにあたり、サポートしてくれるコンサルタント

を紹介してほしい
• 規制緩和等の法令に対応しているかどうか調査してほしい
• 導入しようとしている設備が適切かどうか、客観的に判断してほしい
• 導入した木質バイオマス設備が想定した効果を上げていないがどうす

ればよいか
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実践サポートプラットフォームの内容

JWBA Proprietary4-実践サポートプラットフォームの内容

サポートの流れ

①サポート申込窓口から、依頼の内容を記入し申し込む

②事務局が必要に応じてヒアリング等を行う

③事務局が適切なシニアアドバイザーを担当に任命

④担当のアドバイザーからサポートを受ける

⑤サポート終了後は、依頼者の要望アドバイザーからの

業務報告を踏まえ、事務局にて以下の判断を行い、

結果を依頼者に連絡

• 担当のアドバイザーが引き続きサポート

• 別のアドバイザーに業務を依頼

• サポートを終了

サポート申込窓口は
こちら

（現在は休止中）
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実践サポートプラットフォームの内容

JWBA Proprietary4-実践サポートプラットフォームの内容

シニアアドバイザーとは

木質バイオマスの熱利用に取り組もうとされている方の相談に乗り、課題の解決に
向けた具体的なアドバイスを行う専門家。

アドバイザー一覧

一部のアドバイザー
の皆様は、専門分野
やどのような相談が
可能かについて
紹介しています

氏名 所属

池田文雄 株式会社巴商会技術アドバイザー

小川聡志 合同会社もりほっと代表社員

久木裕 株式会社バイオマスアグリゲーション代表取締役

黒坂俊雄 黒坂事務所代表（元神鋼リサーチ代表取締役）

沢辺攻 岩手大学名誉教授

髙橋祐⼆ 北海道下川町役場会計管理者

前川洋平 北海道立総合研究機構利用部資源・システムグループ主査

山田昌宏 ⽮崎エナジーシステム株式会社環境システム事業部

山田幸司 やまがた自然エネルギー株式会社代表取締役
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実践サポートプラットフォームの内容

JWBA Proprietary4-実践サポートプラットフォームの内容

これまでの相談内容

相談年度 都道府県 業種 相談内容

R6 東京都
プラント
メーカー

木質バイオマス熱利用事業の概要や将来性について伺いたい。

R6 長野県 地方自治体
温浴施設への木質バイオマスボイラー導入を検討するための調査
を行ってほしい。

R6 東京都 建築
木質バイオマスボイラーの熱利用に活用できる補助金等について
教えてほしい。

R5 三重県 個人
ボイラー選定（建屋設計、燃料搬入システムを含む）について教
えてほしい。

R5 神奈川県 地方自治体
化石燃料ボイラーから木質バイオマスボイラーへの代替、既存の
木質バイオマスボイラーの更新にあたり、ボイラーの選定等につ
いてアドバイスを受けたい。

R5 北海道 地方自治体
事業者から報告を受けた基本設計の内容についてアドバイスを受
けたい。

R5 長野県 エネルギー
農業ハウスでの木質バイオマス熱利用についてアドバイスを受け
たい。

※申込のあった相談のうち一部を掲載
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アクセス解析情報

JWBA Proprietary5-アクセス解析情報

サイトに訪れた人の数（2024年1月～2025年1月）

Googleアナリティクスより

1週間に100～200人程度
土日祝や年末年始等はユーザー数が
減るため、プライベートではなく
業務での利用が多いと思われる
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アクセス解析情報

JWBA Proprietary5-アクセス解析情報

サイト流入（2024年1月～2025年1月）

Googleアナリティクスより

No. 検索ワード
クリッ
ク数

表示
回数

1 wood bio 82 101

2 fs調査 30 3,412

3
木質チップ価
格

26 245

4
バイオマス
チップ価格

20 209

5
シニアアドバ
イザーとは

17 3,547

6 fs調査とは 16 1,172

7
シニアアドバ
イザー

16 1,646

8
脱酸素化推進
事業債

16 426

9
もりもりバイ
オマス

14 295

10
木材チップ価
格

13 465

Googleサーチコンソールより

検索連動広告から

検索エンジンから

メールリンク等から

他サイトから

SNS等から

表示回数：ワードをGoogleで検索した結果、サイトが表示された回数、クリック数：上記のリンクがクリックされ、サイトが閲覧され

た回数

検索してサイトを訪れる人が最も多いが、
リンクや他サイトからの流入が目立つ
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アクセス解析情報

JWBA Proprietary5-アクセス解析情報

ユーザー属性

2024年1月～2025年1月 Googleアナリティクスより

• 76％がPCで閲覧
• 年齢層は若年層（18～34

歳）が多い
• 男女比は男性が8割程度
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アクセス解析情報

JWBA Proprietary5-アクセス解析情報

ページ閲覧数

2024年1月～2025年1月 Googleアナリティクスより

No. ページ 表示回数 ユーザー数

1 WOOD BIO トップページ 4,591 2,359

2 情報プラットフォーム トップページ 2,879 733

3 木質バイオマス熱利用事例（情報プラットフォーム） 2,456 557

4 木質バイオマス利用一口メモ（情報プラットフォーム） 1,419 427

5 実践サポートプラットフォーム トップページ 1,350 301

6 交流プラットフォーム トップページ 1,083 323

7 補助制度（情報プラットフォーム） 1,015 359

8 木質バイオマスボイラー検索ツール（情報プラットフォーム） 952 242

9 木質バイオマス燃料の価格（情報プラットフォーム） 555 396

10 設備を導入したい方へ（WOOD BIOプラットフォーム） 514 340

※表示回数：ユーザーがWOOD BIOの所定のページを表示した回数、ユーザー数：特定の期間内にサイトを訪れたユーザーの数、

平均滞在時間：所定のページのユーザー1人当たりの閲覧時間の平均

トップページを除くと「事例」「一口メモ」 「補助制度」
「ボイラー検索ツール」「燃料価格」などの個別ページがよく見られている
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今後の展望

JWBA Proprietary6-今後の展望

①需要の高いコンテンツの拡充
「木質バイオマス熱利用事例」「木質バイオマス利用一口メモ」 「補助制度」
「木質バイオマスボイラー検索ツール」「木質バイオマス燃料の価格」など、よく
見られているページを中心に情報や機能の追加を行う。

②参加しやすい交流イベントの企画

現地見学会の需要は高いが、平日に地方で1泊⼆日の行程だと参加が難しい方も多
い。関東からの参加者が多いため、関東近郊で日帰りで行うなど、より多くの方が
参加しやすい内容を企画。

③継続的なサポートの実施

現在は基本的に１回分の面談や調査でサポートを終了する仕組みだが、熱利用に意
欲的な有望な案件ほど1回分の面談や調査では不十分。相談のうち、導入に繋がる
可能性の高いものについては、継続的かつ細やかなサポートを行う仕組みを検討。


